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[第１分野] １.化学変化と原子・分子

・発熱反応と吸熱反応

基本の解説と問題
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〈熱が発生する化学変化①〉
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[実験] 携帯用かいろをつくる

①図のように、鉄粉と活性炭
の混合物に食塩水を加える。

②ガラス棒でよくかき混ぜ、
温度をはかる。

[結果]

①温度が上がった。

→鉄が空気中の酸素と結びつき、おだやかに
酸化されたから

温度計 ガラス棒

食塩水

鉄粉と活性炭
の混合物

無断複製・送信・配信・上映等を禁止します。



〈熱が発生する化学変化②〉
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ろう、木、石油などの有機物を燃焼させることで、
熱が得られる。

有機物 酸素

二酸化炭素 水 熱、光

発熱反応・・・ 化学変化のときに熱を発生し、まわりの温度を
上げる反応。

無断複製・送信・配信・上映等を禁止します。



〈熱を吸収する化学変化①〉
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[実験]
①図のように、塩化アンモニウムと水酸化バリウムをビーカー
に入れ、ぬれたろ紙をビーカーにかぶせる。

②ガラス棒でよくかき混ぜ、温度をはかる。

塩化アンモニウムと水酸化バリウムを混ぜる

ぬれたろ紙

水酸化バリウム 塩化アンモニウム

ふれ合わない
ようにする。

① ②

温度計 ガラス棒

[結果]
①アンモニアが発生して、温度が下がった。
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